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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第54期
第１四半期
連結累計期間

第55期
第１四半期
連結累計期間

第54期

会計期間
自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日

自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日

自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日

売上高 (千円) 13,467,161 12,370,315 53,456,920

経常利益又は経常損失（△） (千円) 25,711 △24,670 536,476

当期純利益
又は四半期純損失（△）

(千円) △114,829 △99,884 163,140

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 111,381 402,689 938,734

純資産額 (千円) 9,308,294 10,427,885 10,067,490

総資産額 (千円) 43,658,159 42,894,707 42,294,617

１株当たり当期純利益金額
又は１株当たり四半期純損失金
額（△）

(円) △8.53 △7.41 12.12

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － － 12.01

自己資本比率 (％) 16.8 18.9 18.7

(注) １．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

３．第54期第１四半期連結累計期間及び第55期第１四半期連結累計期間に係る潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益については、１株当たり四半期純損失であるため、記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

 

　

EDINET提出書類

株式会社タカギセイコー(E00871)

四半期報告書

 3/19



第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

技術援助契約

　

会社名
相手方
の名称

国名 契約品目 契約内容 契約期間

㈱タカギセイコー
Daiwa Plastics Thang
Long Co.,ltd

ベトナム
日系自動車メーカー
向け製品の製造委託
及び販売委託

業務提携基本契約
及び技術支援契約

締結日 　 平成25年６月１日
契約期限　平成26年５月31日

（注）対価として一定料率のロイヤリティーを受取っております。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

 

　(1)業績の状況

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新政権による経済対策や金融緩和等を契機として、円

高の是正や株価の上昇が進み、徐々に回復の兆しも見え始めています。しかしながら、欧州財政問題や、中国

の経済成長の鈍化が鮮明になりつつある等、先行き不透明な状況も依然として続いております。

　当業界におきましても、東日本大震災からの回復基調にはあるものの、原油、ナフサ価格の上昇傾向等もあ

り、楽観できない事業環境となりました。

  一方、海外市場においては、中国の経済成長の鈍化による需要縮小の懸念、また欧州・米国の状況次第で

は新興国における景気減退の懸念もあり、今後の状況を注視する必要があります。このような状況の中、開

発面においては、経済産業省による革新的新構造材料等技術開発「熱可塑性ＣＦＲＰの加工技術の開発」

に係る委託先に選定される等、環境負荷軽減に配慮した新製品・新技術・新材料の研究とともに顧客ニー

ズに対応するための既存製品の改良・改善及び応用技術開発を実施する等、開発先行型企業であり続ける

ための活動を継続する一方、営業面においては新技術及びグローバルネットワークを活かした積極的な提

案営業を展開するとともに、製造面においても品質の向上、コストの低減及び短納期対応に全力で取り組む

とともに最適地生産体制を構築する等、開発、営業及び製造が一体となり、お客様満足度の向上に努めまし

た。

　これらの結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は、12,370,315千円（前年同四半期比8.1％減）となり

ました。損益面では、海外における材料費・労務費の増加等により営業損失は62,955千円（前年同四半期は

営業利益で77,357千円）、経常損失は24,670千円（前年同四半期は経常利益で25,711千円）、税金等調整前

四半期純損失は25,201千円（前年同四半期は税金等調整前四半期純利益で35,106千円）、四半期純損失は

99,884千円（前年同四半期は四半期純損失で114,829千円）となりました。

　セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

  ①　日本 

　成形品事業、特に車両分野・通信機器分野での受注数量の減少により、売上高は6,776,275千円（前年同四

半期比25.3％減）、営業損失は45,094千円（前年同四半期は営業損失で84,332千円）となりました。

  ②　中国 

　ＯＡ分野での受注数量の増加により、売上高は3,210,063千円（前年同四半期比50.4％増）となったもの

の、中国でのパソコン筐体部品の新規立ち上げ費用の負担及び尖閣諸島問題に端を発した中国市場での日

本製品不買運動等の影響により営業損失は25,394千円（前年同四半期は営業損失で79,688千円）となりま
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した。

  ③　東南アジア 

　インドネシア及びタイにおいては、受注数量はほぼ横ばいで推移したものの、円安の影響により、売上高は

2,383,976千円（前年同四半期比5.5％増）となりましたが、材料費・労務費の増加等により営業利益は

71,064千円（前年同四半期比67.8％減）となりました。

　
(2)財政状態の分析

　①　流動資産

　当第１四半期連結会計期間末における流動資産合計は、21,127,365千円となり、前連結会計年度末と比べ

192,932千円増加しました。これは、未収入金の減少（536,720千円減）、受取手形及び売掛金の減少

（370,759千円減）があったものの、仕掛品の増加（926,258千円増）、原材料の増加（177,931千円増）が

主な要因であります。　

  ②　固定資産

　当第１四半期連結会計期間末における固定資産合計は、21,767,342千円となり、前連結会計年度末と比べ

407,157千円増加しました。これは、機械及び運搬具の増加（302,404千円増）、建物及び構築物の増加

（170,235千円増）が主な要因であります。

　③　流動負債

　当第１四半期連結会計期間末における流動負債合計は、20,093,870千円となり、前連結会計年度末と比べ

738,773千円増加しました。これは、支払手形及び買掛金の増加（763,796千円増）が主な要因であります。

　④　固定負債

　当第１四半期連結会計期間末における固定負債合計は、12,372,951千円となり、前連結会計年度末と比べ

499,078千円減少しました。これは長期借入金の減少（423,880千円減）が主な要因であります。

　⑤　純資産

　当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は、10,427,885千円となり、前連結会計年度末と比べ、

360,394千円増加しました。これは為替換算調整勘定の増加（257,380千円増）が主な要因であります。 

 

(3)事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及

び新たに生じた課題はありません。

　

(4)研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は7,803千円であります。

 

(5)経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当第１四半期連結累計期間において、当社の経営成績に重要な影響を与える要因に重要な変化はありませ

ん。

 

(6)経営者の問題意識と今後の方針について

　当第１四半期連結累計期間において、経営者の問題意識と今後の方針についての重要な変更はありませ

ん。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年８月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 13,659,86013,659,860
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

単元株式数は
1,000株であります。

計 13,659,86013,659,860― ―

(注)  提出日現在の発行数には、平成25年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

れた株式数は、含まれておりません。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年４月１日～
平成25年６月30日    

6,00013,659,860 666 2,089,805 666 1,776,237

(注)　新株予約権の行使による増加であります。  

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

(7) 【議決権の状況】

当四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成25年３月31日）に基づく株主名簿による記載を

しております。
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① 【発行済株式】

　 　 　 平成25年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

（自己保有株式）
普通株式 ― ―

194,000

完全議決権株式(その他)
普通株式

13,372 ―
13,372,000

単元未満株式
普通株式

― ―
 87,860

発行済株式総数 13,653,860― ―

総株主の議決権 ― 13,372 ―

　

② 【自己株式等】

　 　 平成25年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社タカギセイコー

富山県高岡市二塚322－３ 194,000― 194,000 1.42

計 ― 194,000― 194,000 1.42

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成25年４月１日

から平成25年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,323,262 3,105,613

受取手形及び売掛金 ※2
 10,104,862

※2
 9,734,103

商品 135,338 216,381

製品 817,744 653,785

原材料 915,937 1,093,868

仕掛品 2,016,565 2,942,823

貯蔵品 153,916 166,657

繰延税金資産 196,447 194,015

未収入金 2,364,626 1,827,906

その他 908,236 1,194,632

貸倒引当金 △2,504 △2,422

流動資産合計 20,934,432 21,127,365

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,565,505 4,735,740

機械装置及び運搬具（純額） 3,459,883 3,762,287

土地 6,170,490 6,190,878

建設仮勘定 506,199 332,511

その他（純額） 2,718,853 2,647,434

有形固定資産合計 17,420,931 17,668,851

無形固定資産

ソフトウエア 90,010 99,423

のれん 148,185 141,948

その他 140,652 162,841

無形固定資産合計 378,849 404,213

投資その他の資産

投資有価証券 1,302,904 1,309,454

出資金 137,146 150,922

繰延税金資産 1,430,887 1,437,100

その他 811,537 918,871

貸倒引当金 △122,071 △122,071

投資その他の資産合計 3,560,404 3,694,276

固定資産合計 21,360,185 21,767,342

資産合計 42,294,617 42,894,707
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※2
 8,537,546

※2
 9,301,342

短期借入金 2,079,877 2,425,495

1年内返済予定の長期借入金 4,693,969 4,133,069

未払法人税等 123,487 86,824

賞与引当金 378,138 144,648

その他 3,542,077 4,002,488

流動負債合計 19,355,097 20,093,870

固定負債

長期借入金 7,532,323 7,108,442

退職給付引当金 4,371,864 4,358,875

役員退職慰労引当金 202,770 202,236

その他 765,071 703,396

固定負債合計 12,872,029 12,372,951

負債合計 32,227,126 32,466,821

純資産の部

株主資本

資本金 2,089,139 2,089,805

資本剰余金 1,775,571 1,776,237

利益剰余金 4,368,347 4,255,003

自己株式 △47,854 △48,008

株主資本合計 8,185,203 8,073,037

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △64,788 △20,400

繰延ヘッジ損益 △2,971 △4,331

為替換算調整勘定 △208,196 49,183

その他の包括利益累計額合計 △275,957 24,451

新株予約権 13,134 12,936

少数株主持分 2,145,110 2,317,460

純資産合計 10,067,490 10,427,885

負債純資産合計 42,294,617 42,894,707

EDINET提出書類

株式会社タカギセイコー(E00871)

四半期報告書

10/19



(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

売上高 13,467,161 12,370,315

売上原価 12,029,004 11,095,638

売上総利益 1,438,157 1,274,676

販売費及び一般管理費 1,360,799 1,337,632

営業利益又は営業損失（△） 77,357 △62,955

営業外収益

受取利息 3,693 3,576

受取配当金 11,645 14,584

為替差益 1,015 98,732

作業屑売却収入 13,207 10,104

助成金収入 1,606 3,303

その他 12,983 25,203

営業外収益合計 44,151 155,505

営業外費用

支払利息 84,498 99,500

その他 11,300 17,719

営業外費用合計 95,798 117,219

経常利益又は経常損失（△） 25,711 △24,670

特別利益

固定資産売却益 2,510 3,247

投資有価証券売却益 － 2,002

負ののれん発生益 8,150 －

特別利益合計 10,660 5,249

特別損失

固定資産売却損 437 904

固定資産除却損 826 4,877

特別損失合計 1,264 5,781

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

35,106 △25,201

法人税等 69,684 60,309

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △34,577 △85,511

少数株主利益 80,252 14,372

四半期純損失（△） △114,829 △99,884
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △34,577 △85,511

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △75,790 44,428

繰延ヘッジ損益 △7,597 △1,359

為替換算調整勘定 221,965 429,510

持分法適用会社に対する持分相当額 7,381 15,622

その他の包括利益合計 145,959 488,200

四半期包括利益 111,381 402,689

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △58,210 200,524

少数株主に係る四半期包括利益 169,592 202,164
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

　該当事項はありません。

　

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

　
当第１四半期連結累計期間

(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

（税金費用の計算）

　当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積もり、税引前

四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法によっております。ただし、当該見積実効税率を

用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用する方法等

によっております。

　

(四半期連結貸借対照表関係)

　

１  偶発債務

連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対して、債務保証を行っております。
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

御坊山観光開発㈱ 417,303千円御坊山観光開発㈱ 304,793千円

射水ケーブルネットワーク㈱ 864千円射水ケーブルネットワーク㈱ 648千円

計 418,167千円計 305,441千円

　

なお、共同保証における連帯保証については保証総額を記載しております。　

　
※２  四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しておりま

す。

なお、当第１四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満

期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

　
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

受取手形 56,632千円 56,728千円

支払手形 　　 －千円  1,346千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれ

んの償却額及び負ののれんの償却額は、次のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日)

減価償却費 758,723千円 724,685千円

のれんの償却額 6,794千円 7,251千円

負ののれんの償却額 △1,013千円 △1,013千円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月26日
定時株主総会

普通株式 26,909 2.0平成24年３月31日 平成24年６月27日 利益剰余金

　

当第１四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月26日
定時株主総会

普通株式 13,459 1.0平成25年３月31日 平成25年６月27日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

合計
日本 中国 東南アジア

売上高 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 9,074,270 2,133,656 2,259,234 13,467,161

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

141,452 69,055 636 211,144

計 9,215,723 2,202,711 2,259,870 13,678,306

セグメント利益又は損失
（損失は△）

△84,332 △79,688 220,598 56,576

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 56,576

セグメント間取引消去 20,780

四半期連結損益計算書の営業利益 77,357

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

　
（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

　
（重要な負ののれんの発生益）

東南アジアにおいて平成24年５月29日に、連結子会社であるＰＴ．タカギ・サリマルチウタマの株

式を追加取得したため、8,150千円の負ののれん発生益を計上しております。
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Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

合計
日本 中国 東南アジア

売上高 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 6,776,275 3,210,063 2,383,976 12,370,315

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

415,508 87,543 708 503,761

計 7,191,783 3,297,607 2,384,685 12,874,076

セグメント利益又は損失
（損失は△）

△45,094 △25,394 71,064 575

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 575

セグメント間取引消去 △63,531

四半期連結損益計算書の営業利益 △62,955

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

　
（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

　
（重要な負ののれんの発生益）

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日)

(1) １株当たり四半期純損失金額（△） △８円53銭 △７円41銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純損失金額（△）(千円) △114,829 △99,884

    普通株主に帰属しない金額(千円) － －

    普通株式に係る四半期純損失金額（△）(千円) △114,829 △99,884

    普通株式の期中平均株式数(千株) 13,456 13,461

（注）当第１四半期連結累計期間及び前第１四半期連結累計期間に係る潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

については、１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年８月９日

株式会社タカギセイコー

取締役会  御中

　

有限責任 あずさ監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    長　　﨑　　康　　行    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    中    川    敏    裕    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社タカギセイコーの平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期
間(平成25年４月１日から平成25年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成
25年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四
半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社タカギセイコー及び連結子会社の平
成25年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示
していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
　

EDINET提出書類

株式会社タカギセイコー(E00871)

四半期報告書

19/19


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)ライツプランの内容
	(5)発行済株式総数、資本金等の推移
	(6)大株主の状況
	(7)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	(1)四半期連結貸借対照表
	(2)四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第１四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第１四半期連結累計期間
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

